
民主主

第１８回人権研究交流集会in東京
分科会

11 土
　現在の日本の政治状況や制度は、胸を
張って民主主義と呼べるものでしょう
か。日本では、政府や国会を信頼できな
いとする市民が多数います。それなの
に、なぜ政権交代は起きないのでしょう
か。どうして政府に期待できないのか、
どうすれば政治を変えることができるの
か、憲法学者と市民の視点から検討した
いと思います。
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要申込

開催場所

ＴＫＰ品川カンファレンスセンター
　(〒108-0074　
　東京都港区高輪3-25-23 京急第2ビル)
※オンライン配信あり

申込について

日本に

はあるのか

申込は
こちらから

講師：永山茂樹さん
東海大学教授。著書・論文等に
は、「国会を、取り戻そう!: 議会
制民主主義の明日のために」（共
著）、「判例ナビゲーション憲法」
(共著)、おもな論文に「『戦争法』
が狙うもの」など（『法と民主主
義』497号）。　

青年法律家協会弁護士学者合同部会
憲法委員会　主催

講師：宮良麻奈美さん
「石垣市平得大俣地域への陸上自衛隊
配備計画の賛否を問う住民投票」の実
施を目指し、2018年10月に石垣市住民
投票を求める会（金城龍太郎代表）を
立ち上げる。市有権者約1／３の署名を
市に提出し住民投票実施を請求するが
石垣市が実施を拒否。2019年以降『住
民投票義務付け訴訟』『地位確認訴訟』
原告として裁判闘争を展開した。


